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東方中令和元年８月２８日発行

本日の授業者【 中村 先生 】
タイトル「 ふれあい直売所 」 ねらい「 社会のきまり 」
○内容や授業の様子

社会のきまりと学校のきまりを重ね合わせて、多くの生徒が発表とグループ
ワークに取り組んでいた。

○子どもたちの声
きまりやルールをしっかり守る。
自分の意思を強くもち、自分だけでなく周りの人とうまく付き合っていくため
にきまりをしっかり守る。

本日の授業者【 假屋 先生 】
タイトル「 ネット将棋 」 ねらい「 正しいマナーとは何か 」
○内容や授業の様子

インターネットを利用して見えない相手に対して、どのような態度をとるこ
とが望ましいか考えていた。

○子どもたちの声
自分たちも経験したことがあるという生徒が多く、改めて正しいマナーはど

うあるべきか考えた。

本日の授業者【 田畑 先生 】
タイトル「 稲むらの火 」 ねらい「 郷土を愛する態度 」
○内容や授業の様子

災害の恐ろしさを理解し、郷土を愛する心が芽生えたのではと感じた。
○子どもたちの声

近所の人や地域の方が、仲良く助け合っていきたい。
自分が育ってきた故郷を大切に、忘れず生活していきたい。

夏休みは、学校生活を離れて、自宅や地域で過ごすことが多かったと思います。最近は
地域の行事も少なくなりましたが、私が子どもの 頃は、お祭りやキャンプなどとても
楽しかったことを思い出します。
変わりゆく故郷、昔のままの故郷、故郷も時代とともに

様変わりしていきますが、不思議と心の中に残った故郷は１つだけ！
だからこそ、良きにつけ悪きにつけ思い出として記憶に残
るのでしょうね。今をどのように生きるか・・故郷への思い、
社会のルールやマナー・・どれをとっても、大切な事ばかり！
どのような知識や考え方が必要なのか今から学ぶことが大切です。


